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フラッシュ特集

企業の資金調達手法にはさまざまなものがあるが、株式や社債、新株予約権などの発行
により資金調達を行う場合には、商品設計や法的手続などに加え、株主・投資家への説明
も重要となる。そこで、代表的な手法を取り上げ、株主・投資家との建設的な対話に備える
ための要点を解説してもらった。特に、想定される質問を当初から念頭に置くことで、スムー
ズな検討につなげていただければ幸いである。

募集形態・市場や財務・法務の視点から
各ファイナンス手法の特徴と比較
種類株式は設計・選択理由の説明が重要
株式による資金調達時の対話のポイント
ハイブリッド債は商品性の特徴を丁寧に
社債による資金調達時の対話のポイント
希薄化への配慮と資本増強の促進の調和
CBによる資金調達時の対話のポイント
行使の確実性を高めるしくみを備える
新株予約権による資金調達時の対話のポイント

想定質問や検討の視点から
要点をつかむ手法別
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ファイナンス実施時の
株主・投資家との対話


